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osakikamijima

まちの人口（ 月末現在）男 人 女 人 合計 人 世帯数 世帯

平平成成平成

大崎上島町特別職等人事
消防団の体制が整いました
島に育つ、自然と人々に育まれて
──たくましくはばたく大崎上島っ子に
人権の視点

夏・宝・島（なつ だから しま）
ヘルシー愛ランド（健康のページ）
島のニュース
いろいろお知らせのページ
今月生まれのわんぱくちゃん



教
育
委
員
会
委
員

議
会
承
認
の
の
ち
、
委
員
長
、

職
務
代
理
の
選
考
は
、

月

日

の
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長

住
吉

利
政

（
前
木
江
町
教
育
委
員
会
委
員
長
）

委
員（
職
務
代
理
）
堀
井

義
範

（
前
東
野
町
教
育
委
員
会
委
員
長
）

委
員

佐
々
木
豊
美

（
前
大
崎
町
教
育
委
員
、
少
年

補
導
協
助
員
等
、
青
少
年
育
成

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

委
員

松
本
カ
ツ
エ

（
前
東
野
町
教
育
委
員
職
務
代

理
、
東
野
町
民
生
児
童
委
員
）

監
査
委
員

山
本

正
則

（
前
大
崎
町
代
表
監
査
委
員
）

藤
原

龍た
つ

秀ひ
で

（
大
崎
上
島
町
議
会
議
員
）

一
般
職
員
人
事
異
動

上
下
水
道
課
長

藤
原

生い
く

夫お

（
前
建
設
課
課
長
補
佐
）

教
育
委
員
会
委
員

監
査
委
員

一
般
職
員
人
事
異
動

い
き
い
き
と

安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

月

日
、
町
議
会
臨
時
議
会
で
、
議
会
の
承
認
を
得
て
大
崎

上
島
町
収
入
役
お
よ
び
教
育
長
、
教
育
委
員
等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

収
入
役

有

田

清

（
前
職
は
上
下
水
道
課
長
）

教
育
長

高

田

幸

典

（
前
職
は
大
崎
町
教
育
長
）

大
崎
上
島
町
消
防
団
の
基
礎
教
育
訓
練
が
、

月

日

大
串
干
拓
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
の
消
防
団
が
統
合
し
て
初
め
て
の
訓
練
で

団
員

人
が
参
加
。
各
個
訓
練
、
小
隊
訓

練
、
中
隊
訓
練
と
続
い
て
行
い
ま
し
た
。

開
講
に
あ
た
り
小
笠
原
勝
司
消
防
団
長
が
、

島
の

町
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
も
、
火
災
予

防
や
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
と
い
う
消
防

団
の
使
命
は
一
つ
、
各
分
団
が
連
携
・
協
力
し

て
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
う

と
挨
拶
を
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
大
崎
上
島
町
長
が
、
働

き
ざ
か
り
の
人
々
の
力
を
結
集
し
た
ら
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
業
務
に
励

み
な
が
ら
、
ま
た
町
づ
く
り
に
も
お
力
を
い
た

だ
き
た
い

と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

大
崎
上
島
町
消
防
団
、初
の
訓
練

大
崎
上
島
町
消
防
団
、初
の
訓
練

小笠原勝
かつ

司
し

団長



タ
イ
ト
ル

黄よ

泉み

が
え
り

出
演

草く
さ
な
ぎ

剛
、
竹
内
結
子
他

日
時

月

日
時（

時

分
開
場
）

時

分（

時
開
場
）

場
所

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

神
峰

料
金

大
人

円
（
当

日

円
）

子
ど
も
（
中
学
生
ま
で
）

円
（
当
日

円
）

主
催

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

後
援

大
崎
上
島
町
・
大
崎
上
島

町
教
育
委
員
会

チ
ケ
ッ
ト
販
売

大
崎
上
島
文
化

セ
ン
タ
ー
、
東
野
公
民
館
、
木

江
公
民
館

土
日
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ル
で

問
合
せ
先

大
崎
上
島
文
化
セ
ン

タ
ー
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
事

務
局

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
映
画
鑑
賞
会

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー
映
画
鑑
賞
会

山火事を防ぎ、
緑を守りましょう
平成 年 月に竹原市福田町で

発生した林野火災は、 を焼
失するという、竹原広域消防発足
以来経験したことのない大規模な
林野火災となりました。この林野
火災を教訓として毎年 月 日か
ら 週間 山火事防止・緑の保全
運動 を実施しております。
近年は山の手入れがほとんど行

われず、枯れ木、倒木が著しいため、
ひとたび火災が発生すると延焼拡
大する危険性が極めて高くなり、
一度焼失するともとの緑に回復す
るまでに 年あまりの長い年月を
要します。
また、この間に大雨による土砂

流出などの災害も心配されます。
貴重な緑の保全のためにも、山火
事防止に努めてください。

大崎上島町消防団の組織

東
野
地
区

分団 部

第 分 団
外表
鮴崎
垂水

第 分 団 古江・生野島・契島
盛谷

第 分 団 白水・小原
上組・下組・矢弓・大田・脇之浦

大
崎
地
区

第 分 団
山尻・東原下・原下
本郷
片浜

第 分 団 向山・長島
大西

第 分 団 原田
瀬井・大串

木
江
地
区

第 分 団
岩白
宇五・港・栄通・中央・元町
天満・野賀

第 分 団
上の谷
中浜・木越
三里浜

第 分 団 向浜・本浜・岡部

東
野
地
区

分団 部

大
崎
地
区

木
江
地
区

大
崎
上
島
町

消
防
団
幹
部
一
覧
表

所属 階級 氏 名 住 所
本 部 団 長 小笠原 勝 司 沖 浦
本 部 副団長 新 潟 利 明 東 野
本 部 小 池 英 治 中 野
本 部 田 中 秋 夫 中 野
本 部 西 田 秀 夫 明 石
本 部 分団長 八 崎 敦 男 東 野
本 部 檜 山 司 中 野
本 部 前 田 太 木 江

大
崎
上
島
町

消
防
団
幹
部
一
覧
表

所属 階級 氏 名 住 所

平成 年 月現在



島
に
育
つ
。
自
然
と
人
々
に
育
ま
れ
て
、

た
く
ま
し
く
は
ば
た
く
大
崎
上
島
っ
子
に

教
育
長

高

田

幸

典

大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
た
く
ま

し
い
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
願
い
、
施
策
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
学
力
や
体
力
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
学
校
教
育
の
充
実
や
質

の
向
上
と
併
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
、

家
庭
や
学
校
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
の
お
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

す
で
に
旧
町
の
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に

学
校
と
地
域
、
行
政
の
連
携
に
よ
る
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
の
皆
さ
ん
に

一
層
、
教
育
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

多
様
な
子
育
て
参
加
・
交
流
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
、
新
た
な
企
画

や
仕
掛
け
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
委
員
会
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
先
に
世

帯
配
布
し
た
大
崎
上
島
町
教
育
プ
ラ
ン
に
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ど
の
子
も
、
大
崎
上
島
の
子
ど
も
と
し
て

慈
し
み
た
く
ま
し
く
育
ん
で
い
き
た
い
。
皆

さ
ん
の
ご
意
見
や
お
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

教
育
行
政
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
の
お
手
紙
書
い
た
ら

お
返
事
が
来
た
よ

月

日

、
中
野
小
学
校

・

年
生

人
が
、
保
護
者
も
参
加
し
て
長
寿
会
の
皆

さ
ん

人
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
田
植
え
の

体
験
を
し
ま
し
た
。

年
か
ら
農
業

体
験
と
し
て
始
ま
り
、
田
植
え
と
秋
の
収
穫

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
個
人
所
有
の
田
に
入

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）
収
穫
し
た
米

で
、

年
生
が
お
は
ぎ
づ
く
り
を
し
て
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
配
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
の
お
手
紙
書
い
た
ら

お
返
事
が
来
た
よ

は
じ
め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
ま
し
た

月

日

、
木
江
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
乳
幼
児
育
児
相
談
で
、
木
江
中
学
校
生
徒

が
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
身
体
の
計
測
や
保

健
相
談
・
栄
養
相
談
な
ど
の
見
学
・
介
助
に
離
乳

食
の
試
食
も
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
乳
幼
児
に
接
す
る
機
会
の
少
な

い
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
乳
幼
児
相
談
で
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、

父
性
・
母
性
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
生
命
の
尊

厳
や
性
に
関
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
町
が
学
校
と
乳
幼
児
の
保
護
者
に
協

力
を
お
願
い
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
ま
し
た

長寿会の皆さんに田植を教わりました

服を脱がせるのにも、おそるおそる…

小
・
中
合
同
運
動
会

月

日

、
東
野
中
学
校
・
小

学
校
の
合
同
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
両
校
は
、
校
舎
が
隣
接
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
ず
い
ぶ
ん
以
前

か
ら
合
同
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
団

体
競
技
か
み
か
み
パ
ッ
ク
ン
チ
ョ

は
、
小
中
全
員
に
よ
り
演
技
さ
れ
ま

し
た
。
例
年
ど
ん
な
競
技
を
行
う
か

は
中
学
生
が
発
案
し
小
学
校
児
童
会

と
相
談
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

東
野
中
小
学
校
は
、
わ
ら
細
工
な

ど
の
世
代
間
交
流
や
、
体
験
学
習
を

折
に
ふ
れ
て
合
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

小
・
中
合
同
運
動
会

中学生が小学生をおんぶ。早くパックンして

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

月月 日日 月月 日日のの休休館館日日



は
じ
め
ま
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す

こ
の
春
か
ら
、
体
験
活
動
の
指

導
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
発
見
し

て
、
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
さ
せ
て

い
た
だ
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

現
在

ほ
ど
の
個
人
、
団
体
が
登

録
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
指
導
し
て
く
だ
さ
る
方
を

探
し
て
い
る
人
に
ご
紹
介
す
る
こ

と
も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
で
の
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
講
師
派
遣
、
中
野
小
学
校

年
生
の
総
合
学
習
で

ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
と
の
交
流

の
講

師
の
ご
紹
介
を
し
ま
し
た
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
双
方
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
た
時
は
嬉
し
い
で
す
。

こ
の
仕
事
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
が
、
改
め
て
町
の
皆
さ

ん
の
学
習
や
新
し
い
体
験
へ
の
意

欲
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
い
ま

す
。
町
に
は
ま
だ
ま
だ
私
の
知
ら

な
い

が
ん
ば
っ
て
い
る
人

す

ぐ
れ
た
技
の
持
ち
主

が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
よ
ね
。

登
録
の
お
願
い
に
伺
っ
た
時
に

は
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

有田由里さん

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

月

日

木
江
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
の
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド

に
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
が
登
場
し
ま

し
た
。講
師
は
森
下
美み

也や

さ
ん（
大

串
区
）。
色
と
り
ど
り
の
風
船
が
、

子
犬
や
き
り
ん
、
オ
ウ
ム
、
花
な

ど
に
次
々
と
様
変
わ
り
す
る
様
子

に
子
ど
も
た
ち
の
目
は
く
ぎ
づ
け
。

後
半
は
、
森
下
さ
ん
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
親
子
で
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

続
い
て

日
に
東
野
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

月

日
に
は
、中
電
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
大
崎
で
開
催
し
ま
す
。

（
子
育
て
支
援
全
県
展
開
事
業
）

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

講
師
を
紹
介
し
ま
し
た

中
野
小

年
生
総
合
学
習
の
時
間

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
の
交
流
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
し
た

・ 年ぶり、木江中学校野球部
・木江中学校ソフトボール部

・初出場の大崎中学校サッカー部
・大崎中学校卓球部

や
っ
た
ね

県
大
会
出
場

月

日

、
東
野
小
学
校
体

育
館
で
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
大
人
も
子
ど
も

も
一
緒
に
楽
し
め
る
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
。
町
の
体
育
指
導
員
の
皆

さ
ん
に
、
東
野
小

年
生

人
が
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

時

間
ほ
ど
で
ほ
と
ん
ど
の
子
が
ゲ
ー

ム
が
で
き
る
ほ
ど
に
上
達
し
ま
し

た
。
終
わ
っ
た
後
も

楽
し
か
っ

た

次
は
い
つ
？

の
声
が
た

く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
後
も

各
小
学
校
で
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。（
放
課
後
子
ど
も
ス
ポ
ー

ツ
活
動
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
）

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
・
イ
ン
・
ザ
・

ラ
イ

・

・
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー

永
遠
の
途
中

唯
川
恵

光
に
向
か
っ
て
心
地
よ
い
果
実

笑
訓

と

た
わ
ご
と高

森
顕け

ん

徹て
つ

窪
塚
洋
介

第

の
男

ど
こ
に
で
も
い
る
僕

高
木
ブ
ー

晩
鐘

上
・
下

乃の

南な
み

ア
サ

象
牙
色
の
眠
り

柴
田
よ
し
き

殺
意
の
青
函
ト
ン
ネ
ル

・

・

西
村
京
太
郎

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ルは休館日（月末は館内整理日）

開館時間は

月月 日日 月月 日日のの休休館館日日月 日 月 日の休館日

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土つ
く
し
の
会
の

え
ほ
ん
の
よ
み
か
た
り
会

時

分



人
権
の
視
点

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
…

子
ど
も
の
人
権

国
際
社
会
で
子
ど
も
の
人
権

と
い
わ
れ
る
と
き
に
は
、

大
人

に
保
障
さ
れ
て
い
る
人
権
は
、
合

理
的
な
理
由
が
な
い
限
り
、
子
ど

も
に
も
同
様
に
保
障
さ
れ
る
べ
き

だ

子
ど
も
は
、
大
人
よ
り
も

人
権
を
侵
害
さ
れ
や
す
い
か
ら
、

特
に
注
意
が
必
要
だ

と
い
う
考

え
方
が
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ら
れ
ま
す
。

国
連
関
連
機
関
で
は
子
ど
も
の

権
利
条
約
の
ほ
か
に
も
子
ど
も
の

人
権
に
関
す
る
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（
平

成

）年

月
に
は
、
武
力
紛
争

に
お
け
る
児
童
の
関
与
に
関
す
る

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
選

択
議
定
書
と
児
童
売
買
、
児
童

買か
い

春
し
ゅ
ん

及
び
児
童
ポ
ル
ノ
に
関
す

る
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の

選
択
議
定
書

が
採
択
さ
れ
、

（
平
成

）年

月
と

月

に
そ
れ
ぞ
れ
発
効
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
子
ど
も
の
人

権
を
守
る
た
め
の
条
約
と
し
て

最
悪
の
形
態
の
児
童
労
働
の
禁

止
及
び
撤
廃
の
た
め
の
即
時
の
行

動
に
関
す
る
条
約

（

第

号
条
約
）
が
あ
り
、
日
本

は

（
平
成

）
年

月

に
批
准
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

年
を

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
平
和
の
文
化
と
非
暴
力
の
た

め
の
国
際
の

年

と
定
め
て
い

ま
す
。

こ
の

年
の
最
初
の
年
に
あ
た

る

（
平
成

）
年

月

に
は

第

回
子
ど
も
の
商
業
的

性
的
搾
取
に
反
対
す
る
世
界
会

議

が
横
浜
で
開
催
さ
れ
、

（
平
成

）
年

月
に
は

国

連
子
ど
も
特
別
総
会

が
ニ
ュ
ー

人
権
は
な
ぜ
大
切
か

人
権
は
な
ぜ
大
切
か

ここんんににちちはは 大大崎崎海海星星高高校校でですす

（
平
成
元
）
年
、
国

連
は
、
子
ど
も
の
人
権
の
た
め
に

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約

（
子
ど
も
の
権
利
条
約
）
を
採
択

し
ま
し
た
。
こ
の
条
約
で
は
、
原

則
と
し
て
大
人
と
同
様
の
権
利
の

保
障

親
の
社
会
的
地
位
・
財
産
、

人
種
な
ど
に
よ
る
不
平
等
の
排

除

考
え
を
ま
と
め
る
力
が
あ

る
子
ど
も
が
、
自
分
に
影
響
が
あ

る
こ
と
に
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と

な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
や
す

い
子
ど
も
が
保
護
さ
れ
る
権
利
と

し
て
、

麻
薬
・
性
的
搾
取
や
虐

待
・
経
済
的
搾
取
・
武
力
紛
争
か

ら
の
保
護

を
求
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
特
有
の
権
利

と
し
て

発
達
で
き
る
家
庭
環
境

の
確
保

親
に
養
育
さ
れ
る
権

利

健
康
や
医
療
に
関
す
る
権

利

教
育
へ
の
権
利

文
化
的
・

芸
術
的
生
活
へ
の
参
加
や
遊
ぶ
権

利

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
権
利
が

保
障
さ
れ
る
背
景
と
し
て
、
国
際

社
会
に
お
い
て
、
児
童
労
働
、
児

童
虐
待
、
人
身
売
買
な
ど
が
、
重

要
な
子
ど
も
の
人
権
問
題
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。昨

今
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
社
会
的

連
帯
感
を
回
復
し
、
犯
罪
を
誘
発

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、

い
じ
め
問
題
な
ど
に
つ
い
て
子
ど

も
の
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
の

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員

の

創
設
や
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
・

参
加
の
権
利
を
尊
重
す
る

子
ど

も
議
会

の
開
催
、
ま
た
、
地
方

公
共
団
体
に
よ
る

子
ど
も
の
虐

待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
な

ど
の
取
組
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
一
部
の
地
方
公
共
団

体
に
よ
る

子
ど
も
の
権
利
に
関

す
る
条
例

の
制
定
な
ど
、
子
ど

も
の
権
利
を
守
る
制
度
の
整
備
も

進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、

子
ど
も
の
権
利
を

認
め
る
と
学
校
が
混
乱
す
る

と

か

子
ど
も
の
主
張
ば
か
り
聞
い

て
い
た
ら
親
の
立
場
が
な
く
な

る

と
い
っ
た
意
見
を
言
う
人
も

し
な
い
社
会
環
境
を
築
く
と
と
も

に
、
犯
罪
・
非
行
に
陥
っ
た
人
た

ち
の
更
生
に
町
民
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
と

対
話
が
築
く明

る
い
社
会

第

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

大
崎
地
区
保
護
司
会

月月
はは
社社
会会
をを
明明
るる
くく
すす
るる
運運
動動
強強
調調
月月
間間

月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

い
ま
す
。
子
ど
も
の
人
権
を
守
る

た
め
に
は
、
子
ど
も
の
発
達
段
階

に
応
じ
て
子
ど
も
の
主
張
を
尊
重

し
、
も
し
も
大
人
の
考
え
と
対
立

し
た
場
合
は
、
互
い
の
意
見
を
調

整
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
大
人

が
感
情
的
に
優
位
な
立
場
を
主
張

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
避
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に

は
、子
ど
も
が
子
ど
も
と
し
て
生

き
る
権
利

育
つ
権
利

守
ら

れ
る
権
利

参
加
す
る
権
利

な
ど
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
や
家
庭

で
人
権
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
子

ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

（

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン

タ
ー
資
料
か
ら
）



快
晴
に
恵
ま
れ
た

月

日

、
第

回
体
育
祭
は
、
学
年

対
抗
形
式
で
各
学
年

が

種
目
の
演
技
の

得
点
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
総
合
優
勝
は

年
生
。
個
人
種
目

だ
け
で
な
く
棒
奪
い

や
騎
馬
戦
な
ど
の
団

体
種
目
で
も

年
生

が
下
級
生
を
圧
倒
し
ま
し
た
。

体
育
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、

今
年
で

年
目
を
迎
え
今
や
地

域
の
名
物
と
な
っ
た
ソ
ー
ラ
ン

踊
り
で
す
。
今
年
か
ら
全
校
生

徒
が
踊
り
ま
す
。
中
央
の
列
に

は

年
生
。
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
は

末
田
か
な
え
さ
ん
（

年
）
の

デ
ザ
イ
ン
、
地
域
の
方
の
寄
付

に
よ
り
作
ら
れ
ま
し
た
。

、

年
生
は
家
庭
科
の
授
業
で

作
っ
た
ハ
ッ
ピ
を
着
ま
し
た
。

そ
し
て
、
友
情
出
演
の
地
元
大

崎
上
島
の
ソ
ー
ラ
ン
グ
ル
ー
プ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
踊
り

や
隊
形
を
独
自
に
ア
レ
ン
ジ
し

な
が
ら
、
色
彩
豊
か
で
躍
動
的

な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

体
育
祭
の
後
で
、
地
域
の
方

に
感
想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

一
生
懸
命
の
姿
が
と
て
も

す
ば
ら
し
か
っ
た
。
特
に
リ

レ
ー
の
時
の
真
剣
さ
が
印
象
的

で
す

ソ
ー
ラ
ン
踊
り
は
感
動
的

で
し
た
。
も
う
一
曲
踊
っ
て
ほ

し
か
っ
た

生
徒
た
ち
は
完
全

燃
焼
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
体
育
祭

に
な
り
ま
し
た
。

ここんんににちちはは 大大崎崎海海星星高高校校でですすこんにちは 大崎海星高校です

華
や
か
に
ソ
ー
ラ
ン
踊
り

第

回
体
育
祭

広
島
商
船
高
専
は
、

月

日

、
呉
み
な
と
祭
（
呉

ま
つ
り
協
会
主
催
）
に
出
展
し
た
。

今
年
で

回
目
と
な
る
こ
の
催
し
は
、
市
役
所
近
辺
を
中

心
と
し
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
や
各
種
団
体
の
展
示
、

市
民
参
加
の
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
陸
上
行
事
と
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

大
会
、
護
衛
艦
の
体
験
航
海
や
同
高
専
練
習
船

広
島
丸

の
船
内
見
学
会
の
海
上
行
事
が
行
わ
れ
た
。

同
高
専
は
、
手
作
り
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
と
ゼ
ロ
ハ
ン
カ
ー
の

実
車
会
、
お
も
し
ろ
ロ
ボ
ッ
ト
実
演
会
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
作
品
な
ど
の
展
示
を
行
っ
た
。

陸
上
と
海
上
の
各
会
場
に
大
勢
の
来
場
者
が
あ
っ
た
が
、

特
に
子
ど
も
た
ち
は
、
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
や
ゼ
ロ
ハ
ン
カ
ー
、

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
触
れ
た
り
、

操
作
し
た
り
し
て
歓
声
を
揚

げ
て
い
た
。

呉
み
な
と
祭

月月
はは
社社
会会
をを
明明
るる
くく
すす
るる
運運
動動
強強
調調
月月
間間

海
の
旬
間

無
料
開
放
し
ま
す

木
江
ふ
れ
あ
い
郷
土
資
料
館

開
館
時
間

時

時

海
と
島
の
歴
史
資
料
館

（
部
屋
の
使
用
料
は
有
料
）

開
館
時
間

時
か
ら

時

（
入
館
は

時

分
ま
で
）

期
間

月

日

日

（
た
だ
し

日
は
休
館
）

海
難

へ
の
願
い
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に

月

日
か
ら

月

日
ま
で

全
国
海
難
防
止
協
調
運
動

大
切
な
命
を
守
る
た
め

つ
の
基
本

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

・
携
帯
電
話
の
携
行

・
海
の
も
し
も
は

番

呉
海
上
保
安
庁

つ
の
基
本

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

・
携
帯
電
話
の
携
行

・
海
の
も
し
も
は

番

海技士と小型船舶操縦士の
海技免状更新講習会

と き 月 日 受付開始
ところ 大崎上島開発総合センター
詳しくは、広報大崎上島 月号
ページをご覧下さい。
問合せ先 中国船舶職員養成協会



旧旧暦暦のの 月月 日日近近くくにに行行わわ旧暦の 月 日近くに行わ
れれるる木木江江厳厳島島神神社社のの十十七七夜夜祭祭れる木江厳島神社の十七夜祭
（（管管弦弦祭祭））はは、、 隻隻のの櫂櫂伝伝馬馬（管弦祭）は、 隻の櫂伝馬
船船のの若若者者たたちちがが乗乗りり込込んんでで船の若者たちが乗り込んで
ヨヨイイササ、、ヨヨイイササ のの掛掛けけ声声ヨイサ、ヨイサ の掛け声

にに合合わわせせてて、、勇勇壮壮なな競競争争をを繰繰に合わせて、勇壮な競争を繰
りり広広げげまますす。。第第 回回競競争争はは午午り広げます。第 回競争は午
前前 時時かからら、、午午後後 時時ままでで前 時から、午後 時まで
回回のの競競争争がが行行わわれれまますす。。夜夜にに回の競争が行われます。夜に
はは仕仕掛掛花花火火がが次次々々とと打打ちち上上げげは仕掛花火が次々と打ち上げ
らられれるるななかか、、櫂櫂伝伝馬馬船船がが行行くくられるなか、櫂伝馬船が行く
様様はは実実にに幻幻想想的的なな世世界界でですす。。様は実に幻想的な世界です。
（（当当日日ののププロロググララムムはは祭祭りりのの（当日のプログラムは祭りの
前前にに世世帯帯配配布布さされれまますす））前に世帯配布されます）
花花火火開開始始時時間間 午午後後 時時花火開始時間 午後 時
終終了了時時間間 午午後後 時時 分分終了時間 午後 時 分

問問 合合 せせ 先先 商商工工観観光光課課問 合 せ 先 商工観光課



第 回 夕なぎコンサート
開 演 開場

会 場 木江公民館講堂

曲 目 絆の海、大崎上島 他

シャンソン、フォークソング

出 演 シャンソン歌手……………………山
やま

縣
がた

明
あき

久
ひさ

作曲家・ギタリスト………………木
きの

下
した

純（
ドゥー

）

ひろしま少年少女合唱団指導者…種
たね

谷
たに

千春

ピアニスト…………………………為
ため

保
やす

直子

入 場 料 無料

主 催 夕なぎコンサート実行委員会

問合せ先 木江公民館

山
縣
明
久
さ
ん
の
夕
な
ぎ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
旧
木

江
町
の
十
七
夜
祭
前
夜
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で

回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

山
縣
さ
ん
は
、
広
島
市
出
身
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
。

日
本
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
メ
ッ
カ
だ
っ
た
東
京
・
銀
座

の

銀
巴
里

を
中
心
に

年
余
り
活
動
の
ち
、

年
前
に

タ
ー
ン
。
現
在
は
広
島
を
中
心
に
コ
ン

サ
ー
ト
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
縁
あ
っ
て
大
崎
上
島
に
遊
び
に
来
ら
れ

る
と
い
う
山
縣
さ
ん
に
、
せ
っ
か
く
で
す
か
ら
木
江

で
歌
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。

回
だ
け
の
つ
も
り
が
、
好
評
で
会
を

重
ね
、
い
ま
で
は
島
外
か
ら
聴
き
に
来
ら
れ
る
フ
ァ

ン
も
あ
り
ま
す
。

や
が
て
、
友
達
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
、
作
曲
家

で
あ
り
ギ
タ
ー
演
奏
家
で
あ
る
木
下
純
さ
ん
や
ピ
ア

ニ
ス
ト
為
保
直
子
さ
ん
が
加
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
ス

テ
ー
ジ
も
賑
わ
い
を
増
し
ま
し
た
。

島
は
い
い

島
の
人
は
い
い

と
、
来
る
た

び
に
神
峰
山
に
登
り
多
島
美
を
満
喫
し
て
帰
る
大
崎

上
島
び
い
き
の
山
縣
さ
ん
は
、
あ
る
時

島
の
歌
を

作
り
ま
す

と
ス
テ
ー
ジ
で
宣
言
し
、
次
の
年
に
は

本
当
に

絆
の
海

大
崎
上
島

を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。（
作
詞

山
縣
明
久
、
作
曲

木
下
純
）

昨
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
木
江
小
学
校

・

年
の
児
童
と
手
話
グ
ル
ー
プ
さ
ざ
な
み
が
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
、
ひ
ろ
し
ま
少
年
少
女
合
唱
団
の
指
導
者
、

種
谷
千
春
さ
ん
の
指
揮
で
こ
の
歌
を
一
緒
に
歌
い
ま

し
た
。

今
年
も
、
夏
の
宵
の
ひ
と
と
き
を
皆
さ
ん
と
と
も

に
心
ゆ
た
か
に
過
ご
せ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

夕
な
ぎ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

月

日

、
姉
妹
町
大
朝
町

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
大
崎
上
島

の
視
察
研
修
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

旧
東
野
町
で
は

月
の
恒
例
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
杉
野
光
眞
収

入
役
を
は
じ
め
、
大
朝
町
が
公
募

し
た
一
般
町
民
の
方
々
（
総
勢

人
）
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

大
崎
上
島
町
と
な
っ
て
初
め
て

の
交
流
事
業
で
す
。
歓
迎
の
挨
拶

で
は
藤
原
正
孝
町
長
が
、

旧
東

野
町
に
引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ
友

好
の
お
付
き
合
い
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
互
い
の
よ
い

と
こ
ろ
を
学
び
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
き
ょ
う
は
、
大
崎
上
島
全

体
の
よ
さ
を
存
分
に
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い

と
述
べ
ま
し
た
。
一
行

は
、
岡
本
醤
油

し
ょ
う
ゆ

醸
造
場
の
見
学
を

始
め
に
、
広
島
丸
、
海
と
島
の
歴

史
資
料
館
、
神
峰
山
、
中
国
電
力

大
崎
発
電
所
、
木
江
ふ
れ
あ
い

郷
土
資
料
館
を
巡
り
、
ハ
ー
ド
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

楽
し
か
っ
た

と
ど

の
顔
も
笑
顔
で
、
帰
路
に
つ
か
れ

ま
し
た
。

大
崎
上
島
町
で
は
、
旧
町
が
そ

れ
ぞ
れ
培
っ
て
き
た
姉
妹
・
友
好

市
町
と
の
繋
が
り
を
受
け
継
ぐ
考

え
で
い
ま
す
。

姉
妹
町
山
県
郡
大
朝
町
・
北
海

道
中
頓
別
町（
東
野
町
）、
比
婆
郡

高
野
町（
木
江
町
）
友
好
都
市
東
京

都
武
蔵
野
市（
大
崎
町
）

姉
妹
町

友
好
都
市

地
域
間
交
流
事
業

大
朝
町
町
民
研
修
団
が
来
島
し
ま
し
た

地
域
間
交
流
事
業

大
朝
町
町
民
研
修
団
が
来
島
し
ま
し
た

旧旧暦暦のの 月月 日日近近くくにに行行わわ
れれるる木木江江厳厳島島神神社社のの十十七七夜夜祭祭
（（管管弦弦祭祭））はは、、 隻隻のの櫂櫂伝伝馬馬
船船のの若若者者たたちちがが乗乗りり込込んんでで
ヨヨイイササ、、ヨヨイイササ のの掛掛けけ声声

にに合合わわせせてて、、勇勇壮壮なな競競争争をを繰繰
りり広広げげまますす。。第第 回回競競争争はは午午
前前 時時かからら、、午午後後 時時ままでで
回回のの競競争争がが行行わわれれまますす。。夜夜にに
はは仕仕掛掛花花火火がが次次々々とと打打ちち上上げげ
らられれるるななかか、、櫂櫂伝伝馬馬船船がが行行くく
様様はは実実にに幻幻想想的的なな世世界界でですす。。
（（当当日日ののププロロググララムムはは祭祭りりのの
前前にに世世帯帯配配布布さされれまますす））
花花火火開開始始時時間間 午午後後 時時
終終了了時時間間 午午後後 時時 分分

問問 合合 せせ 先先 商商工工観観光光課課



熱
い
お
湯
に
つ
か
る
と
、
そ
の
刺
激
で
身
体
の
血
管
が
収
縮
し
て
、
心
臓

に
ど
っ
と
血
液
が
流
れ
込
ん
で
血
圧
が
急
激
に
上
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
湯
温
の
高
い
温
泉
や
刺
激
の
強
い
温
泉
な
ど
に
は
、

高
血
圧
の
人
が
入
れ
な
い
温
泉
も
あ
り
ま
す
。
温
泉
旅
行
に
行
く
と
き
に
は

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

入
浴
は
、

日
に

回
が
最
適
で
す
。
ま
た
、

回
に
長
時
間
つ
か

る
よ
り
も

回
約

分
・
途
中

分
以
上
の
休
憩
を
入
れ
て

回
の
分

割
入
浴
を
し
た
ほ
う
が
血
液
循
環
の
促
進
効
果
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

の
ぼ
せ

の
防
止
法
と
し
て
は
、
ぬ
ら
し
た
タ
オ
ル
を
頭
に
乗
せ
る
の

は
効
果
的
で
、
他
に
入
浴
前
の
か
け
湯
で
前
頭
部
に
十
数
杯
の
か
ぶ
り
湯
を

す
る
の
も
有
効
で
す
。

こ
ん
な
時
だ
け
は
入
る
の
を
や
め
て
お
こ
う

飲
酒
後
…
温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
の
雪
見
酒
。
風
流
で
は
あ
る
け
れ
ど
、

実
は
と
て
も
危
険
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
も
温
泉
も
血
行
を
良
く
し
、
血
圧
は

低
下
、
心
拍
数
は
増
加
し
て
、
身
体
に
負
担
が
か
か
り
す
ぎ
ま
す
。
脳
貧
血

や
心
臓
発
作
を
起
こ
す
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
の
直
後
…
登
山
や
ス
キ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
か
い
た

後
は
、
す
ぐ
に
も
さ
っ
ぱ
り
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
運
動
直
後
に
は
血
液

に
よ
っ
て
筋
肉
に
重
点
的
に
酸
素
を
供
給
し
て
、
疲
労
を
と
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
温
泉
に
入
る
と
血
行
が
よ
く
な
り
、
体
表
面
に
血
液
が
大
量

に
流
れ
て
他
の
臓
器
や
筋
肉
へ
の
血
流
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
筋

肉
の
疲
れ
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

カ
ゼ
気
味
…
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ぬ
っ
て
、
せ
っ
か
く
の
温
泉
。

少
し
ぐ
ら
い
の
カ
ゼ
な
ら
入
浴
し
て
さ
っ
ぱ
り
し
た
方
が
治
り
そ
う
な
気
も

し
て
い
ま
す
が
、
か
え
っ
て
炎
症
が
進
ん
で
悪
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
は
、
汗
が
出
た
り
深
呼
吸
で
の
ど
が
乾
い
た
り
、
老
廃
物
を

身
体
の
外
に
出
す
働
き
の
高
い
利
尿
効
果
が
あ
っ
た
り
と
、
強
い
水
分
喪
失

を
起
こ
し
ま
す
。

ま
れ
に
血
液
粘
度
が
上
昇
し
て
、
悪
け
れ
ば
血
栓
が
で
き
る
危
険
も
あ
り

ま
す
。

十
分
に
水
分
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
時
だ
け
は
入
る
の
を
や
め
て
お
こ
う

福祉保健課
大崎上島町東野 ヘルシー 愛 ランド

県立安芸津病院 （ ）

循環器内科 上田 智広 先生 温泉に入るときの注意事項

作
品
テ
ー
マ

自
慢
の
孫
を
撮
っ

た
も
の

応
募
資
格

県
内
に
住
む
今
年

月

日
現
在
で
満

歳
以
上
の
方

応
募
規
格
等

カ
ラ
ー
、
白
黒

の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
は

プ
リ
ン
ト
出
力
し
た
も
の
を
送
付
。

サ
ー
ビ
ス
判
以
上

判
以
下
。

単
写
真
（

枚
写
真
）。
合
成
写

真
は
不
可
。

昨
年

月

日
以

降
に
撮
影
さ
れ
た
お
孫
さ
ん
の
写

真
。（
他
の
人
と
写
っ
て
い
て
も

可
）

一
人

点

未
発
表
の
自

作
品

入
賞
作
品
は
原
版
（
ネ
ガ
、

ポ
ジ
、
デ
ー
タ
等
）
の
提
出
を
求

め
ま
す
。（
返
却
は
し
な
い
）

応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

入
賞
作
品
は
展
示
す
る
ほ
か
広

報
誌
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
方
法

作
品
の
裏
面
に
、
所

定
の
事
項
（
題
名
、
撮
影
年
月
、

住
所
、
撮
影
者
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
デ
ジ
タ
ル
処
理
の
有
無
）

を
書
い
た
応
募
票
（
自
作
可
）
を

貼
り
付
け
、
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
郵
送
。

応
募
締
切

年

月

日
（
当
日
消
印
有
効
）

入
賞
作
品
の
展
示

第

回
広
島

県
健
康
福
祉
祭
（

月

日

日
・
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）、

第

回
広
島
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展

（

月

日

月

日
・
広
島

県
立
美
術
館
）

主
催

広
島
県
、

広
島
県
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー

応
募
・
問
合
せ
先

広
島
県
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
社
会
推
進

部

（

）

重症急性呼吸器症候群は、
世界数十カ国に広がってい
る呼吸器感染症です。次の
症状が出たら、お近くの医
療機関へ、前もって電話し
て医師の指示を受けて受診
してください。

度以上の急な高熱
せきや息苦しさなど呼吸
器症状
日以内の 流行

地域への渡航暦（渡航暦の
ある人への接触者も含む）

流行地域は、ホーム
ページで検索を。 広
島県 厚生労働省

重症急性呼吸器症候群は、
世界数十カ国に広がってい
る呼吸器感染症です。次の
症状が出たら、お近くの医
療機関へ、前もって電話し
て医師の指示を受けて受診
してください。

度以上の急な高熱
せきや息苦しさなど呼吸
器症状
日以内の 流行

地域への渡航暦（渡航暦の
ある人への接触者も含む）

流行地域は、ホーム
ページで検索を。 広
島県 厚生労働省

自
慢
の
孫
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

自
慢
の
孫
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

新新新新新新新新新新新新新新新新
型型型型型型型型型型型型型型型型
肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺
炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎

新
型
肺
炎
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保健師・栄養士 直通ダイヤル（ ）

アジ、サバ、イワシなどの青背の魚の脂肪は （エイコサペンタエ
ン酸）や （ドコサヘキサエン酸）という不飽和脂肪酸が多く含まれ
ています。このうち にはコレステロールや中性脂肪を減らす働きが
あり動脈硬化の予防に役立ちます。また、 には脳の情報伝達をスムー
ズにし、記憶学習能力を向上させ、脳の老化を防ぐ効果もあります。
体に良いことはわかっているけどちょっと青魚が苦手という人におすす

めのそぼろ丼はいかがでしょう。

アジ 中 匹
ニンジン
タマネギ
干シイタケ
ショウガ
油 小さじ
しょうゆ 大さじ 強
みりん 大さじ 強
酒 小さじ
はちみつ 小さじ
みそ 小さじ

ご飯は普通に炊く。
アジは 枚におろし、小さく切ってから包丁で
粗めにたたく。
水に戻した干シイタケ、ニンジン、タマネギ、
ショウガはすべてみじん切りにする。
フライパンを熱し油を入れ、 のアジとしょう
がを入れ色が変わったらニンジン、タマネギ、
干シイタケを加え炒める。その中に の調味料
を入れ、汁気がなくなるまで煮る。
小松菜はゆでて、水気を切り、 くらいの長
さに切り、 の中に混ぜる。卵は炒り卵にする。
器にご飯をよそい、 のそぼろと炒り卵をのせ、
刻みのり、紅しょうがを飾る。

アジのそぼろ丼 エネルギー 、たんぱく質 、塩分 （ 人分）

材料と分量 （ 人分）材料と分量 作り方作り方

青魚でパワーアップ青魚でパワーアップ桧山
ひやま

浩子
ひろこ

大崎上島町が誕生して ヶ月過ぎました。
私達、保健師 人と栄養士は、 月から東野保健

福祉センターに常駐し活動しています。
中野・原田・大串・木江・沖浦・明石地区の皆さ

まとは、少し遠くなりご不便をおかけしていますが、
できる限り地域に出向いていけるよう活動の計画を
しています。
旧町の体制では専門職が少なく、行事で出ている

ことが多い職務柄、相談に来ていただいてもすぐに
対応ができにくい状況にありましたが、現在は、必
ず 名は常駐し、電話 本いただければ、皆さまの
身近な場所まで出向いていける体制をとっています。

健康上のこと、子育てのこと、介護のこと等、い
ろいろな生活の中での困りごとがありましたら、保
健師・栄養士をお気軽にご活用ください。直通電話
もできました。
保健師・栄養士の直通電話は、 で

す。
また、旧町単位の各地でそれぞれ毎月 回、健康
相談を実施しています。また、ほぼ毎週 回は、旧
町単位での保健事業があり、保健師または栄養士が
皆さまの近くに出向いてまいりますので是非ご利用
ください。

スキムミルク 大さじ 強
トウバンジャン 小さじ

小松菜
卵 個
砂糖 小さじ 強
塩

油 小さじ
刻みのり 少々
紅しょうが 少々
米

士養
栄理管はち

に
ん
こ

す
で

新新新新新新新新新新新新新新新新
型型型型型型型型型型型型型型型型
肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺肺
炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎炎

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



月

日

、
み
ど
り
の
風
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー

デ
ン
（
中
野
・
向
山
区
）
で
、
心
身
障
害
者
作
業
所

大
崎
ふ
れ
あ
い
農
園
園
生
と
花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
み

ど
り
の
風
が
交
流
を
し
ま
し
た
。
恵
良
隆
久
さ
ん
理

恵
さ
ん
親
子
（
東
野
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
の
ち
、
全

員
で
香
り
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。
農
園
生
た
ち
の
自
由
な
発
想
に
、
み
ど
り

の
風
会
員
た
ち
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
幾
種
類
も
の

ハ
ー
ブ
が
育
っ
た
ガ
ー
デ
ン
は
、
い
ま
が
ち
ょ
う
ど

美
し
い
こ
ろ
。
歌
も
、
花
や
緑
も
心
を
開
く
魔
法
の

よ
う
で
す
。
年
齢
も
性
別
も
障
害
の
あ
る
な
し
も
超

え
て
参
加
・
交
流
が
で
き
、
楽
し
か
っ
た
ね
、
来

年
も
ま
た

と
言
い
合
っ
て
終
わ
り
ま
し
た
。

苦
節

年
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
。
よ
う
や
く
開
花
し

て

月

日
に
行
わ
れ
た

回
芸
南
地
区
女
子
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
準
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
優
勝
戦
で
の
若
さ
あ
ふ
れ
る

上
に
呉
地
区
に
お
い
て
揉
ま
れ
た
チ
ー
ム
を
土
壇
場
ま

で
追
い
詰
め
た
一
戦
は
、
一
生
の
良
き
思
い
出
と
し
て

脳
裏
に
残
る
で
し
ょ
う
。
東
野
で
は
大
田
の
コ
ー
ト
で

二
つ
の
チ
ー
ム
が
共
に
週

回
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
び
の
女
子
チ
ー
ム
も
、
少
な
い
人
数
の
中

か
ら
の
苦
し
い
チ
ー
ム
編
成
。
そ
れ
だ
け
に
喜
び
も
ひ

と
し
お
で
す
。
県
大
会
で
は
精
一
杯
努
力
す
る
つ
も
り

で
す
の
で
応
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
長

藤
井
安
正

月

日
、
岡
山
県
津
山
市
で
行
わ
れ
た
第

回
糸し

東と
う

会
中
国
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
で
、
大

崎
上
島
空
手
道
ク
ラ
ブ
の

名
が
入
賞
し
ま
し
た
。

小
学

・

年
生
女
子
組
手
の
部

第

位

中

田
美
穂
さ
ん
（
中
野
小

年
）、
中
学

・

年

生
男
子
組
手
の
部

優
秀
賞

平
田
純
一
く
ん

（
大
崎
中

年
）、
少
年
男
子
組
手
の
部

墨
田

恵け
い

三ぞ
う

く
ん
（
広
島
商
船
高
専

年
）
大
崎
空
手
道

ク
ラ
ブ
は
、
島
内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
社
会
人

合
わ
せ
て

数
人
の
会
員
が
、
毎
週
月
曜
日
と
金

曜
日
の
午
後

時
か
ら

時
ま
で
、
大
崎
武
道
館

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ど
う
ぞ
、

見
学
に
。
指
導
は
、
下
末
幹
男
さ
ん
。

月

・

日
、
安
芸
津
町
立
安
芸
津
中
学
校

年

生
（

グ
ル
ー
プ
、

人
）
が
、
大
崎
上
島
町
へ
訪
れ

ま
し
た
。
安
芸
津
中
で
は
、
総
合
的
な
学
習
と
し
て

瀬

戸
内
め
ぐ
り

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
生
口
島
や
大
崎

上
島
な
ど
の
島
を
訪
ね
、
そ
の
土
地
の
文
化
や
産
業
を

知
る
と
と
も
に
人
々
と
の
交
流
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。

文
化

産
業
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
島
の
文

化
財
や
し
ょ
う
ゆ
醸
造
場
、
ハ
ウ
ス
栽
培
場
な
ど
を
巡

り
、
見
学
と
聞
き
取
り
学
習
を
し
ま
し
た
。

佐
々
木
造
船
所

で
は
、
内
装
工
事
中
の
進
水
船
に

案
内
。
中
学
や
高
校
な
ど
島
内
外
か
ら
見
学
に
来
ら

れ
ま
す
。
造
船
業
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
え

れ
ば
幸
い
で
す

と
総
務
部
長
の
古
本
勝
広
さ
ん
。

安
芸
津
中
学
校
か
ら
、
大
崎
上
島
を
探
訪
に

花
と
緑
を
楽
し
む
会

中
国
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会
に
入
賞

栄
冠
に
輝
く

東
野
女
子
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム



月に任期を終えて、大崎上島町を去る 人の
の先生にお別れのメッセージをいただきました。
今月は東野で教えていたジャック（ジョン・ウイリ
アム・シュナイダー）先生です。

《 》

《日本語》
これまでの 年間、大崎上島で興味深くて、理解を

深めた経験をすることを手助けしてくれたことに対し
て、皆さんに心の底から感謝したいです。あなたたち
は私にイノシシ、メロンパン、多くの新しい味のスシ
や、玉ねぎの食べ方を紹介してくれました。かわりに
私は出身地のウィスコンシン州、アメリカの国につい
てあなたたちに教えようと、チーズ、チョコレートと
キャンデーを分かち合いました。
私は蝉の鳴き声やおいしい広島のお好み焼き、教え
たことを誇りに思う素晴しい東野の小学校、中学校の
生徒たちを恋しく思うことは確かです。でも、一番懐
かしく思うのは皆さんの笑顔だと思います。
今、私は去らなくてはならないけれども私はあなた
たちが教えてくれたことと、この島の自然の美しさを
決して忘れないことを約束します。
皆様に、神のご加護と幸運を。

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

ア
カ
シ
ア
の
咲
く
教
会
に
ミ
サ
の
鐘

岡
本

花
江

無
縁
墓
浜
昼
顔
の
花
の
中

平
下

富
子

落
慶
の
幔
幕
あ
ふ
る
青
嵐

平
岡

一
樹

い
ち
じ
ゅ

渦
潮
俳
句
会

水
指
の
ず
し
り
と
重
し
夏
手
前

小
川

秋
女

あ
き
じ
ょ

草
笛
の
漸
く
鳴
り
て
子
ら
帰
る

谷
口

眞
海

し
ん
か
い

群
青
の
芙
美
子
の
海
や
枇
杷
熟
る
る

石
本

秋
翠

し
ゅ
う
す
い

南
風
俳
句
会

進
水
の
銀
の
斧
振
る
新
樹
光

藤
原
千
紗
子

袋
掛
け
夕
餉
を
告
ぐ
る
妻
の
声

山
本

輝
明

一
人
行
く
谷
の
深
さ
よ
夏
薊

芝
山

吉
宣

よ
し
の
り

木
江
町
神
潮
俳
句
会

那な

智ち

黒ぐ
ろ

の
碗
に
泡
立
つ
新
茶
か
な

藤
原

幸
子

蝉
の
声
入
れ
て
閉
ま
り
し
自
動
ド
ア

山
本

京
子

食
卓
の
初
成
り
南
瓜
や
は
ら
か
し

榊
原

慎
子

島
に
暮
ら
し
て
十
菜
春
巻
き
で
食
卓
コ
ン
ク
ー
ル
県
代
表
に

第

回
健
康
づ
く
り
わ
が
家
の
食
卓
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
十
菜
春
巻
き

を
応
募
し
た
村

上
千
代
子
さ
ん
（
旧
木
江
町
食
生
活
改
善
推
進
員
・
沖
浦
地
区
）
が
、
広
島
県
で

名
の
代

表
の
う
ち
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

以
前
か
ら
食
生
活
が
健
康
づ
く
り
に
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
つ
の

食
品
群
の
中
か
ら
、新
鮮
で
安
全
な
食
品
を

品
で
も
多
く
と
る
こ
と
。十
菜
春
巻
き
も
そ
の

思
い
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。わ
が
家
で
栽
培
し
た
新
鮮
な
野
菜
を
お
い
し
く
調
理
し
て
食

べ
る
、こ
れ
こ
そ
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
島
の
暮
ら
し
の
楽
し
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

食
生
活
の
伝
達
講
習
や
地
域
行
事
の
食
事
づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
料
理
の

体
験
学
習
な
ど
、
わ
が
家
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
に
仲
間
と
と
も
に
お
手
伝
い
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ

て
い
ま
す

十
菜
春
巻
き
は
文
字
ど
お
り

の
食
材
を
混
ぜ
合
わ

せ
、
春
巻
き
の
皮
で
巻
い
て
揚
げ
た
も
の
で
す
。
島
の

レ
モ
ン
を
絞
っ
て
、
さ
っ
ぱ
り
と
い
た
だ
き
ま
す
。

十
菜
春
巻
き
は
文
字
ど
お
り

の
食
材
を
混
ぜ
合
わ

せ
、
春
巻
き
の
皮
で
巻
い
て
揚
げ
た
も
の
で
す
。
島
の

レ
モ
ン
を
絞
っ
て
、
さ
っ
ぱ
り
と
い
た
だ
き
ま
す
。

村上千代子さん



い
ろ
い
ろ
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ

大
崎
上
島
町
役
場

電
話
（

）

白
水
港
浮
桟
橋
の
取
替
工
事
に

伴
な
い
、
桟
橋
の
使
用
を
休
止
し

ま
す
。
工
事
期
間
中
、
竹
原

白

水
間
の
旅
客
フ
ェ
リ
ー
は
垂
水
港

に
発
着
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
白

水

垂
水
間
に
臨
時
バ
ス
を
運
行

い
た
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先

東
広
島
地
域
事
務
所

建
設
局
竹
原
支
局
港
湾
建
設
課

、

町
建
設
課

月

日
か
ら

日
間

白
水
桟
橋
は

使
用
で
き
ま
せ
ん

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
万
一
の
場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、
金
融
機
関
や
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で

納
め
て
い
た
だ
く
方
法
の
ほ
か
に
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
に
し
て
お
く
と
、
毎
月
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
に
行
く
時
間
と

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

三
原
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

低
利
融
資
で
勤
労
者
の
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す

自
治
体
と
労
働
金
庫
が

提
携
し
た
融
資
制
度

生
活
資
金
を
融
資
し
ま
す
。
こ

の
融
資
制
度
は
、
竹
原
市
、
安
芸

津
町
、
大
崎
上
島
町
、
と
労
働
金

庫
が
共
同
で
設
立
。
低
金
利
で
暮

ら
し
を
応
援
し
ま
す
。

対
象

竹
原
市
、
安
芸
津
町
、
大

崎
上
島
町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
勤
労
者
で
、
労
働
金
庫
の

審
査
を
パ
ス
し
た
方

使
途

住
宅
費
、
教
育
費
、
介
護

器
具
の
購
入
費

限
度
額

万
円

利
率

％（

月

日
現
在
）

期
間

年
以
内
の
返
済

保
証

保
証
機
関
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
。
別
途
保
証
料
が
必
要

で
す
。

問
合
せ
先

広
島
県
労
働
金
庫
竹
原
支
店

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
竹
原
公
共
職

業
安
定
所
）
か
ら
町
宛
に
毎
週
、

新
し
い
求
人
情
報
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
求
人
情
報
に
関
し
て
の
資

料
は
、
本
庁
商
工
観
光
課
前
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原

月

日
は
家
庭
の
日

月

日
は
家
庭
の
日

求
人
情
報
は
こ
ち
ら
で

海
上
保
安
庁
で
は
、
未
来
に
残

そ
う
青
い
海

を
テ
ー
マ
に
海
洋

環
境
保
全
に
関
す
る
図
画
を
募
集

し
ま
す
。皆
さ
ん
が
接
し
て
い
る

海
は
今
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

海
で
ど
ん
な
楽
し
い
思
い
出
を
作

り
ま
し
た
か
？
ど
う
す
れ
ば
も
っ

と
き
れ
い
な
海
に
な
る
で
し
ょ
う
。

募
集
対
象

呉
市
、
竹
原
市
、
東

広
島
市
、
安
芸
郡
、
豊
田
郡
、
佐

伯
郡
大
柿
町
に
住
む
小
・
中
学
生

応
募
方
法

用
紙
は
四
つ
切
か
ら

八
つ
切
程
度
の
大
き
さ
、縦
書
き
。

用
紙
や
画
材
の
種
類
は
な
ん
で
も

可
。作
品
の
裏
に
、氏
名（
ふ
り
が

な
）
年
齢
・
性
別
・
住
所
・
電
話

番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
明
記
。

募
集
期
限

月

日

送
付
先

問
合
せ
先

呉
海
上
保

安
部
警
備
救
難
課
海
上
環
境
係

呉
市
宝
町

番

号

土砂等による土地の埋立て等は許可が必要です
平成 年 月 日、 大崎上島町土砂等による土地の埋立

て等の規制に関する条例 を施行しました。
土砂の埋立て等による汚染及び災害の発生を未然に防止

し、良好な自然環境の保全を図り、必要な規制を行うこと
で町民生活の安全を確保し、生活環境及び財産を保全する
ことを目的としています。
対象事業 土砂等による土地の埋立て、盛土、たい積、切土行為
適用範囲 土砂等による土地の埋立て、盛土、たい積、
切土を行う事業で、事業区域の面積が 以上の事業
を行う場合。 土砂等による土地の埋立て、盛土を行う
事業で、事業区域の面積が 以上 未満で高さ
以上の事業を行う場合。

上記の場合で、過去 年以内に隣接地域で事業が実施さ
れている場合は合算した面積が対象となります。土地の埋
立て等を予定している人は、必ず事前に相談し申請等の手
続きを行ってください。
問合せ先 本・支所農林水産課耕地係

青
い
海
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

パパパパパパパパパパパソソソソソソソソソソソコココココココココココンンンンンンンンンンンもももももももももももリリリリリリリリリリリサササササササササササイイイイイイイイイイイクククククククククククルルルルルルルルルルル
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海
と
島
の
歴
史
資
料
館

大
望
月
邸

ギ
ャ
ラ
リ
ー

東
野
陶
芸
教
室
の
皆
さ
ん

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

月

日

ま
で

海
と
島
の
歴
史
資
料
館

大
望
月
邸

ギ
ャ
ラ
リ
ー

東
野
陶
芸
教
室
の
皆
さ
ん

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

月

日

ま
で

東と
う

炎え
ん

窯
展



月 日 月 日

月 日 曜 行事・場所・時間
日 当番医 寺元医院

月 健康相談 瀬井集会所 本郷集会所

火
上島コスモス 木江保健福祉センター
バルーンアート（きらきらランドで開催）

中電ふれあいホール大崎

水
育児相談（きらきらランドで開催）

東野保健福祉センター （受付）

木 フッ素塗布 大崎上島開発総合センター

金
育児相談（きらきらランドで開催）・健康相談

木江保健福祉センター （受付）

土

日
体育協会大崎支部球技大会 大崎中グラウンドほか

当番医 沖本クリニック

月
育児相談（きらきらランドで開催）・健康相談

大崎上島開発総合センター （受付）
健康相談 明石会館 （受付）

火

水 断酒会 東野保健福祉センター

木
健康相談 東野保健センタ （受付）
人権講演会 大崎上島開発総合センター（予定）

金

土
絵本の読みかたり（つくしの会）プラザ・エル
親子読書つくしの会読みきかせ会 木江支所修養室

日 当番医 ときや内科

月
海の記念日 映画鑑賞会 黄泉がえり 大崎上島文化ホール

当番医 満岡医院

火
乳幼児健康診査（木江・沖浦・明石地区）

木江保健福祉センター （受付）

水
乳児健康診査（中野・原田・大串地区）

大崎上島開発総合センター （受付）

木
歳 ヶ月児・ 歳児健康診査（中野・原田・大串地区）

大崎上島開発総合センター （受付）

金
乳幼児健康診査（東野地区） 東野保健福祉センター

（幼児受付） ・（乳児受付）

土

日 当番医 射場医院

月

火

水

子どものための料理教室（木江地区小学生）
木江保健福祉センター

子どものための料理教室（原田・瀬井・大串地区小学生）
場所未定

木
子どものための料理教室（沖浦地区小学生）沖浦漁村センター
子どものための料理教室（本郷・片浜地区小学生）場所未定

金
子どものための料理教室（明石地区小学生） 明石会館
子どものための料理教室（山尻 東原下 原下地区小学生）場所未定

土

日
豊田郡総合体育大会 大崎中グラウンドほか

当番医 伊藤医院

月 日 曜 行事・場所・時間
当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

当番医

平成 年 月 日から、パソコン
メーカー等による家庭系パソコンの
回収・リサイクルが始まります。
個人で購入し不要になったデスク
トップ・ノートパソコン、 ディ
スプレイ、液晶ディスプレイをメー
カーが回収しリサイクルして再資源
化します。平成 年 月 日以降に
販売されるパソコンについては、消
費者がリサイクル料金を負担するこ
となく、メーカー等が使用済みパソ
コンを引き取ります。（ リサイク
ルマークを表示）それ以前に販売さ
れたパソコンについては、消費者が
リサイクル料金を負担することとな
ります。（資源有効利用促進法。事
業系パソコンについては既に実施し
ています）

市町村振興宝くじサマージャンボ
が、 月 日から 月 日まで発売
されます。当せん金は 等前後賞合
わせて 億円、 等も 億円です。
宝くじの収益金は、市町村の明るく
住みよいまちづくりに使われます。
宝くじは広島県内でお買い求めくだ
さい。

広島商船公開講座

本校の新しいオムニコートで生涯
スポーツのテニスをしましょう。ラ
ケットとボールは本校で準備します。
対象 町民一般
開催日 月 日 ・ 日
募集人員 人
参加費 無料
申込方法 所定の申込書により郵送
またはファックスで。申込書は本校
および県内中学校にあります。
申込期限 月 日
問合せ・申込先
広島商船高等専門学校、担当三木

・

パパパパパパパパパパパソソソソソソソソソソソコココココココココココンンンンンンンンンンンもももももももももももリリリリリリリリリリリサササササササササササイイイイイイイイイイイクククククククククククルルルルルルルルルルルパソコンもリサイクル

サササササササササササマママママママママママーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンボボボボボボボボボボボ宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝くくくくくくくくくくくじじじじじじじじじじじ、、、、、、、、、、、発発発発発発発発発発発売売売売売売売売売売売サマージャンボ宝くじ、発売
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発
行
日

（

）年

月

日

発
行
編
集

大
崎
上
島
町
政
策
企
画
課

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野

番
地

編
集
後
記

梅
雨
の
台
風

号
も
こ
と
な
く

過
ぎ
去
り
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お

ろ
し
ま
し
た
。

大
崎
上
島
町
消

防
団
の
誕
生
。
火
災
や
災
害
時
に

最
も
頼
り
と
な
る
消
防
団
の
体
制

が
、
水
害
や
台
風
の
季
節
の
前
に

整
え
ら
れ
た
の
は
心
丈
夫
な
こ
と

で
す
。

今
月
の
テ
ー
マ
は

共

に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
。
こ
と

さ
ら
声
高
に
言
わ
な
く
て
も
、

様
々
な
分
野
で
町
の
皆
さ
ん
の
力

が
ど
れ
ほ
ど
働
い
て
い
る
か
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
こ

れ
か
ら
も
。

月

日
、
町
議

会
定
例
会
で
町
の
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
次
号
で
。

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

人身事故
物損事故合計件数

発生件数 死 者 傷 者

大崎上島町 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江署管内 【 】 【 】 【 】 【 】 【 】

木江警察署管内交通事故発生状況
死亡事故 日数 日 ─木江署管内─ （平成 ）年 月末現在

【 】は （平成 ）年 月末の数字です

清
せい

田
だ

菜
な

月
つき

ちゃん（ 歳）
東野・矢弓区

谷
たに

本
もと

彩
あ

子
こ

ちゃん（ 歳）
原田・原田区

佐
さ

藤
とう

烈
れつ

ちゃん（ 歳）
東野・矢弓区

笹
ささ

原
はら

一
かず

樹
き

ちゃん（ 歳）
中野・片浜区

土
ど

井
い

綾
あや

華
か

ちゃん（ 歳）
東野・鮴崎区

友
とも

松
まつ

杏
あ

美
み

ちゃん（ 歳）
東野・垂水区

吉
よし

本
もと

晶
まさ

紀
き

ちゃん（ 歳）
沖浦・上の谷区

月月生生ままれれののわわんんぱぱくくちちゃゃんん月生まれのわんぱくちゃん

月
に

歳
、
歳
の
お
誕
生

日
を
迎
え
る
子
ど
も
さ
ん
で
す
。

赤
い
囲
み
は
女
の
子
、青
い
囲
み

は
男
の
子
で
す
。（
上
段
左
か
ら
生

年
月
日
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

平平成成

広報 大崎上島 は、ホームページでご覧になれます。

大
崎
上
島
町
新
住
居
表
示

・

・

友
とも

岡
おか

祐
ゆう

子
こ

ちゃん（ 歳）
原田・原田区


